
１　検査開始のチャイムが鳴るまで開いてはいけません。

２　問題用紙の１ページから１０ページに、問題が 1 から 6 まであります。

　これとは別に解答用紙が１枚あります。

３　問題用紙と解答用紙に受検番号を書きなさい。

４　答えはすべて解答用紙に記入しなさい。

数

（１１：３０〜１２：２０）
数 学

注 意

受検番号 第 番



数―1

次の（ 1 ）～（ 8 ）に答えなさい。

（ 1 ） 9 ＋ 4 ×（－ 2 ）　を計算しなさい。

（ 2 ） 5
11 ÷（－ 2

3 ）　を計算しなさい。

（ 3 ） 次の連立方程式を解きなさい。

3 x ＋ 2 y ＝ － 5

－ x ＋ 3 y ＝ 9

（ 4 ） （ 6 ＋ 2 ）（ 6 － 3 ）　を計算しなさい。
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数―2

（ 5 ） 　 y は x の 2 乗に比例し，x ＝ 6 のとき y ＝ 12 です。このとき，y を x の式で 

表しなさい。

（ 6 ） 1 つの外角の大きさが 40°である正多角形の辺の数を求めなさい。

（ 7 ） 　右の図のように，ＡＢ ＝ 4 cm，ＢＣ ＝ 7 cm， 

∠Ａ ＝ 90°の直角三角形ＡＢＣがあります。辺ＡＣの

長さは何 cm ですか。

（ 8 ） 　袋の中に白玉と黒玉の 2 種類の玉が合計 450 個入っています。この袋の中の玉をよくかき混

ぜてから，35 個の玉を無作為に抽出したところ，白玉が 21 個，黒玉が 14 個ふくまれていました。

はじめに袋の中に入っていた黒玉の個数はおよそ何個と考えられますか。次のア～エの中から

最も適当なものを選び，その記号を書きなさい。

ア　およそ 180 個　　　イ　およそ 210 個　　　ウ　およそ 240 個　　　エ　およそ 270 個

Ａ

Ｂ Ｃ



数―3

次の（ 1 ）～（ 3 ）に答えなさい。

（ 1 ） 　右の図のように，円すいの展開図があり，側面

となるおうぎ形ＯＡＢは半径が ＯＡ ＝ 3 cm，

中心角が ∠ＡＯＢ ＝ 72°です。この展開図を組

み立ててできる円すいの表面積は何 cm 2 ですか。

ただし，円周率はπ とします。

（ 2 ） 　次の図のように， 8 段の階段があり，川口さんは床の位置にいます。川口さんは，正しく作

られた大小 2 つのさいころを同時に 1 回投げて，下の【規則】に従ってこの階段を移動します。

【規則】

床の位置から，大小 2 つのさいころの出た目の数の和だけ，上に向かって 1 段ずつ移動

する。 8 段目に到達したときに移動する数が残っていれば， 8 段目から，残っている数 

だけ下に向かって 1 段ずつ移動する。

川口さんが，この 2 つのさいころを同時に 1 回投げて，【規則】に従って移動を終えたとき，

6 段目にいる確率を求めなさい。
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数―4

（ 3 ） 　次の図は，ある中学校のＡ班 23 人とＢ班 23 人のハンドボール投げの記録を班ごとに箱ひげ図

に表したものです。この箱ひげ図から読み取れることとして必ず正しいといえるものを，下の

ア～オの中から全て選び，その記号を書きなさい。ただし，記録はメートルを単位とし，メー

トル未満は切り捨てるものとします。

ア　Ａ班の記録の平均値は 18 ｍである。

イ　Ｂ班で，記録が 16 ｍの人は，少なくとも 1 人はいる。

ウ　Ａ班の記録の範囲は，Ｂ班の記録の範囲より小さい。

エ　Ｂ班の記録の四分位範囲は，Ａ班の記録の四分位範囲より大きい。

オ　記録が 22 ｍ以上の人は，Ｂ班にはＡ班の 2 倍以上いる。

Ａ班

Ｂ班

5 10 15 20 25 30 35（m）



数―5

次の図のように，関数 y ＝ 18
x のグラフ上に，y 座標が 9 である点Ａと x 座標が 6  

である点Ｂがあります。また，このグラフ上に，x ＜ 0 の範囲で動く点Ｃがあります。点Ａを 

通り x 軸に平行な直線と，点Ｂを通り y 軸に平行な直線との交点をＤ，点Ｂを通り y 軸に平 

行な直線と，x 軸との交点をＥとします。

次の（ 1 ）・（ 2 ）に答えなさい。

（ 1 ） 点Ｃの x 座標が － 6 のとき，直線ＣＤの式を求めなさい。

（ 2 ） △ＡＢＤと△ＢＣＥの面積の比が 3 ： 4 となるとき，点Ｃの x 座標を求めなさい。
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数―6

次の図のように，△ＡＢＣは鋭角三角形で，頂点Ａ，Ｂ，Ｃは円Ｏの円周上にあります。点Ａか

ら辺ＢＣに垂線ＡＤを引きます。また，点Ｂから辺ＡＣに垂線を引き，線分ＡＤとの交点をＥ，辺

ＡＣとの交点をＦ，円Ｏとの交点をＧとします。さらに，点Ａと点Ｇを結びます。このとき， 

△ＡＥＦ ≡ △ＡＧＦ であることを証明しなさい。

4

Ａ

Ｏ

Ｂ Ｄ Ｃ

Ｅ
Ｆ

Ｇ



数―7

ある観光地には，自転車をレンタルすることができるお店がＡ店とＢ店の 2 店あります。次の 

表 1 は，Ａ店のレンタル料金表であり，表 1 中の料金欄には，借りた時間の区分ごとの自転車 1 台

当たりの料金を示しています。Ａ店で自転車を借りることができる最大の時間は 12 時間です。自転

車 1 台を x 時間借りたときの料金を y 円として，表 1 を基に，Ａ店における x と y の関係 

をグラフで表すと，図 1 のようになります。

表 1
借りた時間 料金

3 時間以内 900 円

6 時間以内 1400 円

9 時間以内 1800 円

12 時間以内 2100 円

次の（ 1 ）・（ 2 ）に答えなさい。

（ 1 ） 　Ａ店における x と y の関係について，y は x の関数であるといえます。その理由を 

書きなさい。

5

（円）

x
Ｏ 3 6 9 12 （時間）

はグラフがその点をふくむことを示し， は
グラフがその点をふくまないことを示している。

y

2500

2000

1500

1000

500

図 1

数―8

（ 2 ） 　次の表 2 は，Ｂ店のレンタル料金表であり，表 2 中の料金欄には，借りた時間の区分ごとの

自転車 1 台当たりの料金を示しています。Ｂ店で自転車を借りることができる最大の時間は 12

時間です。表 2 を基に，Ｂ店における x と y の関係を表すグラフを，Ａ店にならって， 

図 1 にかき入れなさい。ただし，解答は必ず解答用紙にかきなさい。

また，下の【自転車 1 台をＡ店で借りたときの料金とＢ店で借りたときの料金の比較】の

ア ・ イ に当てはまる数をそれぞれ書きなさい。

表 2
借りた時間 料金

4 時間以内 800 円

8 時間以内 1600 円

12 時間以内 2300 円

【自転車 1 台をＡ店で借りたときの料金とＢ店で借りたときの料金の比較】

Ｂ店よりＡ店の方が料金が安いのは，借りた時間が ア 時間より長く イ 時間 

以内の場合と 8 時間より長く 12 時間以内の場合であり，借りた時間がそれ以外の場合は 

Ａ店よりＢ店の方が料金が安い。



数―9

石田さんは，連続する 3 つの整数のそれぞれの 2 乗の和からある自然数をひいた数について，ど

のようなことが成り立つかを調べています。

1 ， 2 ， 3 では，1 2 ＋ 2 2 ＋ 3 2 － 2 ＝ 12 ＝ 3 × 2 2

2 ， 3 ， 4 では，2 2 ＋ 3 2 ＋ 4 2 － 2 ＝ 27 ＝ 3 × 3 2

3 ， 4 ， 5 では，3 2 ＋ 4 2 ＋ 5 2 － 2 ＝ 48 ＝ 3 × 4 2

上の計算の結果では，連続する 3 つの整数のそれぞれの 2 乗の和から 2 をひいた数は，その連続

する 3 つの整数の中央の数を 2 乗して 3 倍した数と等しくなっていました。そこで，石田さんは，

上の計算の結果から次のことを予想しました。

　【予想】

連続する 3 つの整数のそれぞれの 2 乗の和から 2 をひいた数は，その連続する 3 つの整数 

の中央の数を 2 乗して 3 倍した数と等しくなる。

次の（ 1 ）～（ 3 ）に答えなさい。

（ 1 ） 石田さんは，この【予想】がいつでも成り立つことを，次のように説明しました。

　【説明】

ｎを整数とすると，連続する 3 つの整数は，ｎ，ｎ＋ 1 ，ｎ＋ 2 と表される。

したがって，連続する 3 つの整数のそれぞれの 2 乗の和から 2 をひいた数は，その連続

する 3 つの整数の中央の数を 2 乗して 3 倍した数と等しくなる。

【説明】の に説明の続きを書き，説明を完成させなさい。

6

数―10

（ 2 ） 　次に，石田さんは，連続する 3 つの整数のそれぞれの 2 乗の和から 5 をひいた数について 

調べたところ，次の【性質Ⅰ】がいつでも成り立つことが分かりました。

　【性質Ⅰ】

連続する 3 つの整数のそれぞれの 2 乗の和から 5 をひいた数は，その連続する 3 つの整数

のうち ア を イ 倍した数と等しくなる。

【性質Ⅰ】の ア には，当てはまる言葉を次の ①～⑥ の中から選び，その番号を書き，

イ には，当てはまる数を書きなさい。

①　最も小さい数と中央の数の和

②　最も小さい数と最も大きい数の和

③　中央の数と最も大きい数の和

④　最も小さい数と中央の数の積

⑤　最も小さい数と最も大きい数の積

⑥　中央の数と最も大きい数の積

（ 3 ）　さらに，石田さんは，連続する 4 つの整数のそれぞれの 2 乗の和から 5 をひいた数について

も調べたところ，次の【性質Ⅱ】・【性質Ⅲ】がいつでも成り立つことが分かりました。

　【性質Ⅱ】

連続する 4 つの整数のそれぞれの 2 乗の和から 5 をひいた数は，その連続する 4 つの整数

のうち最も小さい数と最も大きい数の和を 2 乗した数と等しくなる。

　【性質Ⅲ】

連続する 4 つの整数のそれぞれの 2 乗の和から 5 をひいた数は，その連続する 4 つの整数

のうち ウ を 2 乗した数と等しくなる。

【性質Ⅲ】の ウ に当てはまる言葉を，次の ①～⑤ の中から選び，その番号を書きな 

さい。

①　最も小さい数と小さい方から 2 番目の数の和

②　最も小さい数と大きい方から 2 番目の数の和

③　小さい方から 2 番目の数と大きい方から 2 番目の数の和

④　小さい方から 2 番目の数と最も大きい数の和

⑤　大きい方から 2 番目の数と最も大きい数の和


